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記 者 発 表 資 料

『公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）』、『見積活用方式』
の試行及び『難工事指定』により綾瀬川堤防整備工事を実施します。

「Ｒ２綾瀬川右岸南花畑三丁目地先堤防整備工事」

●「公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）」の試行

競争参加者が少数と見込まれ、技術的難易度が比較的低い工事について、対象

工事ごとに技術資料収集に係る公示資料の交付を受けて、競争参加希望者が参加

表明確認申請書及び技術資料（参加要件は企業のみとして技術者要件を求めない。）

を提出し、指名基準による選定を行い、指名された競争参加希望者により、総合

評価落札方式で落札者を決定するものです。

なお、総合評価は、災害活動実績を加算点としています。

●「見積活用方式」の試行

本工事は、入札参加者から見積の提出を求め、その価格の妥当性を検証のうえ

予定価格に反映する「見積活用方式」を試行します。

見積を求める工種は直接工事費のうち「コンクリートブロック積工」に係るも

のとし予定価格作成のための参考とします。

●「難工事指定」

本工事は、工事を適切に完成させた場合、その後の発注工事における総合評価

項目「難工事施工実績評価対象工事（試行）」を加点対象とする「難工事指定」を

採用します。
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●Ｒ２綾瀬川右岸南花畑三丁目地先堤防整備工事
【工事概要】

（１）工事場所：東京都足立区南花畑三丁目地先

（２）工 期：契約の翌日から令和３年６月３０日まで

（３）入札方法：公募型指名競争入札方式

（４）工事種別：一般土木工事Ｃ

（５）工事内容（概要）

・堤防整備延長 Ｌ＝約１５０ｍ

・護岸工 一式

・付帯道路工 一式

・有線通信設備工 一式

・撤去工 一式

・仮設工 一式

○東京都道466号線内匠橋花畑線は、片側交互通行による施工で道路管理者と協議済みです。

想定される施工については当初設計に見込んでおりますが、警察協議終了後、施工前に

事前協議し、必要な交通誘導警備員等、実際に見合った施工方法を設計変更審査会にて設

計変更の対象とします。

○作業台船船着場（大曽根地先）

作業台船の船着き場は草加市大曽根地先（綾瀬川左岸１０．０ｋ周辺）を想定しておりま

すが、施工前の事前協議により必要に応じて進入ルート等を設計変更の対象とします。



●Ｒ２綾瀬川右岸南花畑三丁目地先堤防整備工事

【公募型指名競争入札方式（総合評価落札方式）の試行】

競争参加者が少数と見込まれ、技術的難易度が比較的低い工事について、対象工事ごとに

技術資料収集に係る公示資料の交付を受けて、競争参加希望者が参加表明確認申請書及び

技術資料（参加要件は企業のみとして技術者要件を求めない。）を提出し、指名基準による

選定を行い、指名された競争参加希望者により、総合評価落札方式で落札者を決定するも

のです。 なお、総合評価は、災害活動実績を加算点としています。

【見積活用方式について】

○見積を求める工種

直接工事費のうち、コンクリートブロック積工の歩掛

○見積の提出を求める理由

本工事の施工箇所は高水敷がなく、また川裏が都道となっており現場が狭隘な箇所にお

ける工事のため、現道との近接施工となり、作業効率の低下が想定され標準的な積算と

実勢価格に乖離が生じることが考えられるため、入札者から見積の提出を求め、その価

格の妥当性を検証のうえ予定価格に反映する「見積活用方式」を試行します。

【難工事指定について】

本工事は現道との近接施工であり、また施工中は都道の片側交互通行を見込んでおり厳し

い工程管理が必要となるため、「難工事」指定を実施します。

「難工事」指定された工事は、完成時に７０点以上の工事成績評定を通知された場合、今

後発注される「難工事施工実績評価対象工事（試行）」の総合評価の評価項目において加点

対象となります。

【スケジュール】

○入札公示、入札説明書 交付 ：令和２年１１月１０日（火）

○競争参加資格確認申請書 提出期限 ：令和２年１１月２５日（水）

○入札書提出期限 ：令和２年１２月２３日（水）

○開札日 ：令和２年１２月２５日（金）




